
令 和 ２ 年
３月31日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
の
変

更
（
十
四
件
）
（
給
与
厚
生
課
）
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…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

保
安
林
の
指
定
（
森
林
整
備
課
）
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道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
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…
…
…
…
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…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

五

…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
金
の
出
納
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
わ
せ
る
出
納
取
扱
金
融
機
関
の
指
定
（
都
市
計
画
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

山
口
県
保
健
医
療
計
画
の
変
更
（
医
療
政
策
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
営
田
万
川
湊
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
計
画
書
の
縦
覧
（
農
村
整
備
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
共
測
量
の
実
施
の
終
了
（
監
理
課
）
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…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七

…
…
…
…

山
口
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

下
関
北
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七

…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
規
程

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

七
…
…
…
…
…

○
公
安
委
告
示

技
能
検
定
員
審
査
の
実
施

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
習
指
導
員
審
査
の
実
施

一
一
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…
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…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
漁
管
委
告
示

漁
業
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
示

一
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
九
十
七
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
令
和
元
年
山
口
県
告
示
第
三
十
二
号
）

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業

補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第
六
百

五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
、
九

四
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
九
十
八
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
三
十
年
山
口
県
告
示
第
百
六
十
九

号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
三
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第

六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
二
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
三
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
九
十
九
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
九
年
山
口
県
告
示
第
百
六
十

一
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四
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
五
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
百
二
十

五
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
八
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
五
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
一
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
百
五
十

九
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に

係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補

償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第
六
百
五
十
三

号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
、
九
五
〇

円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
二
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
百
五
十

九
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生

じ
た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告

示
第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
四
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
三
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県
告
示
第
百
六
十

二
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
六
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
五
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
七
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
四
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
五
年
山
口
県
告
示
第
百
八
十

二
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六
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
五
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
五
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
七
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
五
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
百
八
十

七
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生

じ
た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告

示
第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
、
九
四
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
、
九
六
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
六
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
九
十

四
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
、
〇
三
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
四
、
〇
五
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
七
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
百
八
十

七
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示

第
六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
、
〇
六
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
四
、
〇
八
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
八
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
百
九
十

八
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

休
業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第

六
百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
、
〇
九
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、

「
四
、
一
一
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
九
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
年
山
口
県
告
示
第
二
百
十
一

二
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号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年

四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業

補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第
六
百

五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
、
一
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
、
一

二
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
十
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年
山
口
県
告
示
第
二
百
七
十

号
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
当
該
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休

業
補
償
に
係
る
同
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第
六

百
五
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
、
〇
七
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
、

〇
九
〇
円
」
と
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
告
示
第
百
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

合
同
会
社
和
の

会

宇
部
市
草
江
二

丁
目
五
番
五
号

な
ご
み
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

宇
部
市
草
江
二

丁
目
五
番
六－

一
号

訪
問
介

護

令
和
二
、一
、

一

山
口
県
告
示
第
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宇
部
市
大
字
藤
河
内
字
出
合
七
七
の
二
、
字
水
河
内
二
一
八
の
二
四
一
、
二
一
八
の
二
四
三
、
二

一
八
の
二
四
四
、
二
一
八
の
二
四
六
、
二
一
八
の
二
五
〇
か
ら
二
一
八
の
二
五
二
ま
で
、
二
一
八
の

二
五
七
、
二
一
八
の
二
五
九
、
二
一
八
の
二
七
二
か
ら
二
一
八
の
二
七
四
ま
で
、
二
一
八
の
二
七

七
、
二
一
八
の
三
九
一
か
ら
二
一
八
の
三
九
四
ま
で
、
二
〇
二
一
八
の
四
、
大
字
棯
小
野
字
長
谷
七

五
九
の
一
、
七
五
九
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
宇
部
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
宇
部

市
北
部
・
農
林
振
興
部
農
林
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
阿
東
徳
佐
中
字
平
原
一
〇
〇
〇
五
の
一
、
一
〇
〇
〇
五
の
三
、
一
〇
〇
〇
五
の
四
、
一
〇

〇
〇
六
か
ら
一
〇
〇
一
〇
ま
で
、
一
〇
〇
一
〇
第
一
、
一
〇
〇
一
〇
第
二
、
一
〇
〇
一
一
、
字
竹
ケ

浴
一
一
三
一
八
の
二
、
字
下
垰
一
〇
四
五
三
、
一
〇
四
五
五
、
字
蔵
掛
尻
一
一
四
〇
二
の
二
五
か
ら

四
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一
一
四
〇
二
の
二
七
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

山
口
市
阿
東
徳
佐
中
字
平
原
一
〇
〇
〇
五
の
一
・
一
〇
〇
〇
五
の
三
・
一
〇
〇
〇
六
・
一
〇

〇
〇
七
・
一
〇
〇
一
〇
・
一
〇
〇
一
〇
第
一
・
一
〇
〇
一
〇
第
二
・
字
下
垰
一
〇
四
五
三
・
字

蔵
掛
尻
一
一
四
〇
二
の
二
五
（
以
上
九
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山
口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口
市
経
済
産
業
部
農
林
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

光
日
積
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

光
市
大
字
塩
田
字
周
地
一
一
四
一
一
の
一

地
先
か
ら

旧

最
狭

七
・
二

最
広

二
三
・
五

六
五
〇
・
〇

同
市
同
大
字
字
上
森
ケ
迫
三
四
三
〇
地
先

ま
で

新

最
狭

一
二
・
五

最
広

二
四
・
七

六
二
四
・
〇
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

下
関
川
棚
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

下
関
市
大
字
吉
見
下
字
縄
手
三
六
一
の
一

地
先
か
ら

同
市
大
字
吉
見
上
字
宮
の
前
三
七
九
の
一

地
先
ま
で

旧

最
狭

六
・
〇

最
広

二
二
・
〇

二
五
六
四
・
〇

新

六
・
〇

最
狭

及
び

一
三
・
〇

二
二
・
〇

最
広

及
び

五
三
・
四

二
五
六
四
・
〇
及
び

二
五
〇
〇
・
〇
ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

下
関
市
大
字
吉
見
上
字
砂
り
一
〇
三
〇
九

の
一
地
先
か
ら

同
市
豊
浦
町
大
字
黒
井
字
八
本
松
一
〇
四

七
一
地
先
ま
で

旧

最
狭

六
・
五

最
広

一
六
・
六

六
五
二
・
〇

新

最
狭

一
三
・
〇

最
広

六
八
・
〇

六
四
三
・
三

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

光
井
島
田
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

光
市
大
字
島
田
字
友
数
一
〇
四
七
地
先
か

ら同
市
同
大
字
字
猪
河
内
八
七
〇
の
四
地
先

ま
で

旧

最
狭

三
・
五

最
広

六
・
〇

四
七
六
・
〇

新

最
狭

一
二
・
〇

最
広

四
九
・
五

三
七
一
・
〇
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
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そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

光
日
積
線

光
市
大
字
塩
田
字
周
地
一
一
四
一
一
の
一
地
先
か
ら

同
市
同
大
字
字
上
森
ケ
迫
三
四
三
〇
地
先
ま
で

令
和
二
年
四
月
一
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

光
井
島
田
線

光
市
大
字
島
田
字
友
数
一
〇
四
七
地
先
か
ら

同
市
同
大
字
字
猪
河
内
八
七
〇
の
四
地
先
ま
で

令
和
二
年
四
月
一
日

山
口
県
告
示
第
百
十
五
号

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
株
式
会
社
山
口
銀
行
を
県
が
経
営
す
る
流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
係
る
公
金
の
出
納
事
務
の

一
部
を
取
り
扱
わ
せ
る
出
納
取
扱
金
融
機
関
と
し
て
指
定
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

公

告

（
六
八
）
山
口
県
保
健
医
療
計
画
の
変
更

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
山
口

県
保
健
医
療
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

計
画
の
内
容

縦
覧
に
供
す
る
変
更
後
の
山
口
県
保
健
医
療
計
画
書
の
と
お
り

二

縦
覧
の
場
所

山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課
及
び
各
保
健
所

（
六
九
）
県
営
田
万
川
湊
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

田
万
川
湊
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
田
万
川
湊
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

（
七
〇
）
公
共
測
量
の
実
施
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
府
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
）

二

作
業
の
地
域

防
府
市

三

作
業
の
期
間

令
和
元
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
十
三
日
ま
で
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（
七
一
）
山
口
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
口

都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
決
定
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写

し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と

お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
口
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
新
山
口
駅
北
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

（
七
二
）
山
口
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
口

都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し

ま
す
。令

和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
口
都
市
計
画
地
区
計
画
新
山
口
駅
北
地
区
地
区
計
画

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

（
七
三
）
下
関
北
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

下
関
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
下
関
北
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
の
変
更
に
係
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

下
関
北
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
二
号

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
元
年
山
口
県
公
安
委

員
会
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
十
七
の
表
第
七
条
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
二
十
七
条
の
項
中
「第

27条

」
を

「第
26条

」
に
改
め
、
同
表
古
物
営
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
一

号
。
以
下
「
古
物
営
業
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
27条
第
１
項

国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
及
び
国
家
公
安
委
員
会
か
ら
の
通

報
の
受
理

別
表
第
一
の
三
十
七
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
27条
第
２
項

他
の
公
安
委
員
会
へ
の
通
報
及
び
他
の
公
安
委
員
会
か
ら
の
通

報
の
受
理

別
表
第
二
の
十
四
の
表
第
三
条
第
一
項
の
項
中
「第

⚓
条
第
⚑
項

」
を
「第

⚓
条

」
に
、
「古

物
商

」
を
「古

物
商
又
は
古
物
市
場
主

」
に
改
め
、
同
表
第
三
条
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
七
条
第

一
項
・
第
二
項
の
項
中
「第

⚗
条
第
⚑
項
・
第
⚒
項

」
を
「第

⚗
条
第
⚑
項
・
第
⚒
項
・
第
⚓
項

」
に
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改
め
、
同
表
第
七
条
第
四
項
の
項
中
「第

⚗
条
第
⚔
項

」
を
「第

⚗
条
第
⚕
項

」
に
改
め
、
同
表
第
十

条
第
一
項
・
第
二
項
の
項
中
「第

10条
第
⚑
項
・
第
⚒
項

」
を
「第

10条
第
⚑
項
・
第
⚒
項
・
第
⚓

項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
項
中
「第

14条
第
⚑
項
た
だ
し
書

」
を
「第

14条
第
⚑
項
た
だ
し
書
・
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
三
条
の
項
中
「第

23条

」
を
「第

23条
第
⚑

項
・
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
古
物
営
業
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

古
物
営
業
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
30年
法
律

第
21号
。
以
下
「
古
物
営
業

改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
３
条
第
２
項

許
可
証
の
交
付
の
申
請
の
受
理

別
表
第
二
の
十
四
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

古
物
営
業
改
正
法
附
則
第
３

条
第
３
項

許
可
証
の
交
付

別
表
第
二
の
十
五
の
表
第
九
条
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

古
物
営
業
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和

２
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
１
号
）
附
則
第
３
条
第
４

項

主
た
る
営
業
所
又
は
古
物
市
場
そ
の
他
の
営
業
所
又
は
古
物
市

場
の
名
称
及
び
所
在
地
の
届
出
の
受
理

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
一
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
の
技
能
検
定

に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し
て
行
う
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
安
委
員
会

一

審
査
の
種
類

技
能
検
定
員
審
査
（
大
型
）
、
技
能
検
定
員
審
査
（
中
型
）
及
び
技
能
検
定
員
審
査
（
準
中
型
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
十
一
日
（
月
曜
日
）
、
同
月
十
二
日
（
火
曜
日
）
、
同
月
十
八
日
（
月

曜
日
）
及
び
同
月
十
九
日
（
火
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

技
能
検
定
員
審
査
申
請
書
（
技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
技
能
検
定
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

二
万
三
千
四
百
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
三
千
四
百
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た

額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に

は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

四
千
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

六
千
七
百
円

三

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

二
千
五
百
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

二
千
五
百
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

二
千
三
百
五
十
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

千
八
百
円

八
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備

考大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き

は
更
に
二
千
三
百
五
十
円
を
、
三
及
び
四
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ

る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
五
百
円
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

技
能
検
定
員
審
査
（
普
通
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
七
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
八
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

技
能
検
定
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
技
能
検
定
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

一
万
九
千
五
百
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
九
千
五
百
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た

額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に

は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

三
千
五
百
五
十
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

六
千
百
円

三

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

二
千
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

二
千
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

千
九
百
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

二
千
五
十
円

備

考普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に

つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
九
百
円
を
、
三
及
び
四
に
掲
げ
る
審
査

細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
三
百
円
を
減
ず
る
も
の
と
す

る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

技
能
検
定
員
審
査
（
大
特
）
、
技
能
検
定
員
審
査
（
大
自
二
）
、
技
能
検
定
員
審
査
（
普
自
二
）

及
び
技
能
検
定
員
審
査
（
牽け

ん

引
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
十
三
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
ま
で
及
び
同
月
十

九
日
（
火
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

八
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三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

技
能
検
定
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
技
能
検
定
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

一
万
四
千
七
百
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
四
千
七
百
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た

額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に

は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

千
二
百
五
十
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

二
千
百
円

三

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

二
千
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

二
千
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

二
千
六
百
五
十
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

二
千
五
百
五
十
円

備

考

特
定
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細

目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
千
百
円
を
、
三
及
び
四
に
掲
げ
る

審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
三
百
円
を
減
ず
る
も
の
と

す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

技
能
検
定
員
審
査
（
大
型
二
種
）
、
技
能
検
定
員
審
査
（
中
型
二
種
）
及
び
技
能
検
定
員
審
査

（
普
通
二
種
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
十
九
日
（
火
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

技
能
検
定
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
技
能
検
定
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

二
万
千
五
百
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ
れ

る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
千
五
百
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額
）
に
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相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に
は
、
消

印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

四
千
二
百
五
十
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

七
千
四
百
円

三

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

三
千
七
百
円

四

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
に
関
す
る
法
令
に
つ
い

て
の
知
識

二
千
五
百
五
十
円

備

考大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定

員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
二
千
九
百
円
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
二
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
イ
の
自
動
車
の

運
転
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
の
教
習
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し
て
行
う
審
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
安
委
員
会

一

審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
（
大
型
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
中
型
）
及
び
教
習
指
導
員
審
査
（
準
中
型
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
二
十
日
（
水
曜
日
）
、
同
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
二
十
六

日
（
火
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
（
技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
教
習
指
導
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

一
万
四
千
五
百
五
十
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免

除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
四
千
五
百
五
十
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を

減
じ
た
額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

四
千
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
四
百
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
三
百
円

四

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項
そ
の
他
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識

千
六
百
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

千
六
百
円

一
一
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六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

千
五
百
円

備

考大
型
自
動
車
免
許
、
中
型
自
動
車
免
許
又
は
準
中
型
自
動
車
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き

は
更
に
二
千
四
百
円
を
、
四
及
び
五
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者

で
あ
る
と
き
は
更
に
百
五
十
円
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
教
習
指
導
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

一
万
千
八
百
五
十
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除

さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
千
八
百
五
十
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ

た
額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙

に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

三
千
五
百
五
十
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
三
百
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
二
百
五
十
円

四

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項
そ
の
他
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識

千
三
百
五
十
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

千
三
百
五
十
円

六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

千
三
百
円

備

考普
通
自
動
車
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に

つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
九
百
円
を
、
四
及
び
五
に
掲
げ
る
審
査

細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
百
五
十
円
を
減
ず
る
も
の
と
す

る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
（
大
特
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
大
自
二
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
普
自
二
）

及
び
教
習
指
導
員
審
査
（
牽け

ん

引
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
（
木
曜
日
）
、
同
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
及
び
同
月
二
十
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七
日
（
水
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
教
習
指
導
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。

七

審
査
手
数
料

九
千
六
百
五
十
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
六
百
五
十
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た

額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙
に

は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

千
二
百
五
十
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
三
百
五
十
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

千
二
百
五
十
円

四

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項
そ
の
他
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識

千
三
百
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

千
三
百
円

六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

千
二
百
五
十
円

備

考特
定
第
一
種
運
転
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細

目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
千
百
円
を
、
四
及
び
五
に
掲
げ
る

審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
百
五
十
円
を
減
ず
る
も
の

と
す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

一

審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
（
大
型
二
種
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
中
型
二
種
）
及
び
教
習
指
導
員
審
査

（
普
通
二
種
）

二

審
査
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

㈡

場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

三

審
査
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時
間

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

四

審
査
申
請
書
の
提
出
先

山
口
市
小
郡
下
郷
三
五
六
〇
の
二

山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

五

提
出
書
類

㈠

教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

㈡

規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
五
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

㈢

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三
分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。
）

六

運
転
免
許
証
の
提
示

審
査
申
請
書
の
提
出
時
に
、
受
け
よ
う
と
す
る
種
類
の
教
習
指
導
員
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
す

る
こ
と
。
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七

審
査
手
数
料

一
万
二
千
四
百
五
十
円
（
そ
の
者
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
を
免

除
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
二
千
四
百
五
十
円
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を

減
じ
た
額
）
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
審
査
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

審

査

細

目

減

ず

る

額

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

四
千
二
百
五
十
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

二
千
五
十
円

三

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
に
関
す
る
法
令
に
つ
い

て
の
知
識

二
千
五
百
五
十
円

備

考大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
指
導

員
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
一
及
び
二
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
の
審
査
の
い
ず
れ
を
も
免
除
さ

れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
更
に
二
千
八
百
五
十
円
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

八

そ
の
他

㈠

審
査
申
請
書
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
請
求
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
（
電
話
〇
八
三－

九
七
三

－

二
九
〇
〇
）
に
す
る
こ
と
。

漁
場
管
理
委
員
会

山
口
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

酒

井

治

己

一

指
示
の
内
容

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
水
域
に
お
い
て
は
、
こ

い
（
ま
ご
い
及
び
に
し
き
ご
い
を
い
う
。
）
を
当
該
水
域
の
外
に
持
ち
出
し
、
か
つ
、
他
の
水
域
に

放
流
し
、
又
は
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈠

下
松
市
の
区
域
内
の
水
域
の
う
ち
、
平
田
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を

成
す
水
面

㈡

防
府
市
大
字
西
浦
字
沖
本
土
手
附
二
七
九
八
の
一
地
先
の
遊
水
池
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体

を
成
す
水
面

㈢

佐
波
川
水
系
に
係
る
河
川
（
佐
波
川
ダ
ム
堰え

ん

堤
か
ら
上
流
の
区
間
及
び
島
地
川
ダ
ム
堰
堤
か
ら

上
流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈣

防
府
市
大
字
佐
野
字
開
作
一
七
八
五
の
一
地
先
の
遊
水
池
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す

水
面

㈤

河
内
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈥

南
若
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈦

椹
野
川
水
系
に
係
る
河
川
（
一
の
坂
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区
間
及
び
荒
谷
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上

流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈧

井
関
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈨

厚
東
川
水
系
に
係
る
河
川
（
厚
東
川
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区
間
及
び
宇
部
丸
山
ダ
ム
堰
堤
か

ら
上
流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

㈩

壇
具
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

➘

粟
野
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

➙

掛
淵
川
水
系
に
係
る
河
川
（
畑
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区
間
、
狩
音
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区

間
、
有
宗
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区
間
、
大
坊
ダ
ム
堰
堤
か
ら
上
流
の
区
間
及
び
阿
惣
ダ
ム
堰
堤

か
ら
上
流
の
区
間
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

➚

阿
武
川
水
系
に
係
る
河
川
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面

二

指
示
の
有
効
期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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